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衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
航
空
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
は
、
各
国
か
ら
の
乗
り
入
れ
要
望
が
最
も
強
い
首
都
圏
空
港
（
成
田
国
際
空
港
（
以
下
「
成
田
空
港
」

と
い
う
。
）
及
び
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
羽
田
空
港
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
物
理
的
な
容
量

の
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
自
由
な
増
便
が
可
能
と
な
ら
な
い
た
め
、
相
手
国
に
対
し
て
国
際
線
の
自
由
な
乗
り
入
れ
を
認
め

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
空
港
の
容
量
に
制
約
の
あ
る
我
が
国
の
首
都
圏
空
港
の
関
連
路
線
を
除
き
、
お
互
い

に
、
路
線
及
び
便
数
の
制
約
を
な
く
す
航
空
自
由
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

首
都
圏
空
港
の
容
量
に
つ
い
て
は
、
羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
及
び
成
田
空
港
の
平
行
滑
走
路
の
北
伸
整
備
を
行
っ
て
も
、

お
お
む
ね
十
年
後
に
は
再
び
満
杯
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
管
制
、
機
材
、
環
境
、
施
設
等
の
あ
ら

ゆ
る
側
面
に
お
い
て
可
能
な
限
り
空
港
の
容
量
を
拡
大
す
る
た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
際

に
は
、
空
港
の
容
量
の
拡
大
に
伴
う
騒
音
問
題
等
の
社
会
的
コ
ス
ト
の
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
都
心
の
上
空
を
恒
常
的
に
通
過
し
て
離
着
陸
す
る
よ
う
な
抜
本
的
な
飛
行
ル
ー
ト
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
騒
音

一



に
係
る
周
辺
自
治
体
と
の
既
存
の
合
意
の
見
直
し
の
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

成
田
空
港
に
お
い
て
は
、
過
去
の
日
米
航
空
関
係
の
経
緯
か
ら
、
少
し
ず
つ
改
善
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
米
国
航
空
企
業
が
大
き
な
発
着
枠
（
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
既
得
権
と
し
て
占
有
し
て
い
る
一
方
で
、
本
邦
航
空
企
業

の
発
着
枠
は
四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
平
成
二
十
二
年
に
成
田
空
港
の
国
際
線

に
つ
い
て
約
二
万
回
の
増
枠
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
成
田
空
港
の
全
体
の
発
着
枠
に
占
め
る
本
邦
航
空
企
業
の
発
着
枠
の

比
率
が
増
加
す
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

成
田
空
港
の
周
辺
市
町
は
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
（
以
下
「
成
田
会
社
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
空
港
の
容
量
拡
大

の
可
能
性
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
、
成
田
会
社
よ
り
、
環
境
面
、
施
設
面
及
び
運
用
面
の
制
約
が
解
消
さ
れ
れ
ば
、
最
大

年
間
三
十
万
回
ま
で
成
田
空
港
の
容
量
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
現
在
、
そ
れ
も
踏
ま
え
、
成
田
空
港
を

核
と
す
る
都
市
づ
く
り
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
成
田
空
港
が
周
辺
地
域
の
騒
音
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
大
規
模
な
内
陸
空
港
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま

二



で
の
空
港
建
設
の
経
緯
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
元
の
こ
う
し
た
動
き
を
見
な
が
ら
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

成
田
空
港
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
に
Ｂ
滑
走
路
が
現
在
の
二
千
百
八
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
に
延

長
さ
れ
る
が
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
騒
音
問
題
へ
の
配
慮
か
ら
滑
走
路
ご
と
に
発
着
回
数
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

Ｂ
滑
走
路
を
利
用
す
る
航
空
機
の
就
航
距
離
や
就
航
機
材
の
制
約
は
現
在
よ
り
は
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
引
き
続

き
残
る
こ
と
等
か
ら
、
直
ち
に
滑
走
路
別
の
発
着
枠
の
配
分
を
廃
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
の
羽
田
空
港
の
第
四
滑
走
路
の
供
用
開
始
以
降
の
増
枠
は
、
管
制
官
及
び
パ
イ
ロ
ッ
ト
双
方
の
慣
熟
に
よ

り
安
全
を
確
保
し
つ
つ
段
階
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
中
で
、
供
用
開
始
当
初
の
増
枠
分
を
で
き
る
限
り
国
際
線
に
振
り

向
け
て
約
三
万
回
を
就
航
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
供
用
開
始
当
初
に
お
け
る
国
内
線
の
増
枠
は
必
要
最
小
限
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
の
供
用
開
始
当
初
に
、
こ
れ
以
上
昼
間
時
間
帯
（
六
時
か
ら
二
十
三
時
ま
で
の
時
間
帯
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
国
際
線
の
発
着
回
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
二
年
の
供
用
開
始
以
降
に
つ
い
て
は
、
羽
田
空
港
の
昼
間
時
間
帯
は
、国
内
線
需
要
に
適
切
に

三



対
応
し
つ
つ
、
国
内
、
国
際
双
方
の
需
要
の
伸
び
を
勘
案
し
て
、都
心
に
近
い
と
い
う
羽
田
空
港
の
利
便
性
を
活
か
せ
る
路
線

を
中
心
と
し
て
国
際
線
の
増
加
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
の
羽
田
空
港
の
第
四
滑
走
路
の
供
用
開
始
当
初
の
昼
間
時
間
帯
の
国
際
線
の
発
着
回
数
は
年
間
約
三
万
回
、

一
日
約
四
十
便
で
あ
り
、
仮
に
現
在
の
羽
田＝

ソ
ウ
ル
金
浦
チ
ャ
ー
タ
ー
便
（
一
日
八
便
）
、
羽
田＝

上
海
虹
橋
チ
ャ
ー
タ

ー
便
（
一
日
四
便
）
と
同
様
に
一
都
市
に
一
日
四
便
な
い
し
八
便
ず
つ
就
航
す
る
と
す
れ
ば
就
航
で
き
る
都
市
数
は
数
都
市

程
度
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
就
航
で
き
る
都
市
数
が
限
ら
れ
る
中
、
各
国
と
の
航
空
交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
合
理

的
な
基
準
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
都
心
に
近
い
と
い
う
羽
田
空
港
の
利
便
性
を
活
か
す
観
点
か
ら
、
近
距

離
の
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
路
線
を
就
航
さ
せ
る
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

成
田
空
港
と
羽
田
空
港
を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
国
際
航
空
機
能
を
最
大
化
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
二
年

に
、
昼
間
時
間
帯
は
、
成
田
空
港
と
世
界
各
地
と
の
豊
富
な
国
際
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
羽
田
空

港
か
ら
も
近
距
離
の
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
路
線
を
香
港
ま
で
就
航
で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
騒
音
問
題
に
よ
り
成
田
空
港

四



が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
二
十
三
時
か
ら
六
時
ま
で
の
深
夜
早
朝
時
間
帯
に
加
え
、
他
の
時
間
帯
と
比
較
し
て
相
対
的
に
発
着
枠

に
余
裕
が
あ
る
六
時
台
及
び
二
十
二
時
台
に
つ
い
て
も
、
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
の
国
際
線
機
能
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
羽
田
空
港
へ
の
国
際
線
の
就
航
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
時
間
帯
に
羽
田
空
港
か
ら
欧
米
や
東

南
ア
ジ
ア
を
含
め
た
世
界
の
主
要
都
市
に
国
際
線
の
就
航
を
可
能
と
し
、
首
都
圏
空
港
の
二
十
四
時
間
化
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
に
よ
る
発
着
回
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
国
内
航
空
需
要
に
適
切
に
対
応
し
て
羽
田
空
港
と
地

方
を
結
ぶ
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
を
一
体
的
に
運
用
し
て
首
都
圏
空
港
の

国
際
航
空
機
能
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
方
が
あ
い
ま
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

我
が
国
で
は
、
空
港
整
備
が
概
成
し
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
引
き
続
き
航
空
需
要
の
着
実
な
増
大
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
今

後
は
、
既
存
の
空
港
を
十
分
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
空
港
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

空
港
の
よ
り
適
確
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
別
の
空
港
の
収
支
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
運
営
状

五



況
を
分
か
り
や
す
く
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
空
港
の
運
営
の
た

め
に
用
い
ら
れ
る
経
費
と
、
航
空
交
通
管
制
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
経
費
に
共
通
す
る
部
分
の
取
扱
い
等
技
術
的
な
課
題
を

整
理
し
、
個
別
の
空
港
の
収
支
を
公
表
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
混
雑
空
港
の
発
着
枠
の

使
用
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
に
係
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
許
可
に
当
た
っ
て
は
、
公
平
か
つ

合
理
的
な
判
断
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
航
空
法
第
百
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
国
土
交
通
大

臣
が
任
命
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
委
員
か
ら
な
る
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
運
輸
審
議
会
に
諮
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
第
三
者
委
員
会
」
に
つ
い
て
は
、
運
輸
審
議
会
に
諮
問
す
る
に
当
た
り
、
行
政
の
み
に
よ
る
判
断
に

よ
る
こ
と
と
せ
ず
、
幅
広
い
見
地
に
基
づ
く
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
発
着
枠
の
配
分
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
趣
旨
か
ら
、

学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
委
員
か
ら
な
る
第
三
者
委
員
会
に
よ
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
第
三

者
委
員
会
に
お
け
る
議
論
及
び
資
料
に
つ
い
て
は
、
客
観
性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
公
開
し
て

六



い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
委
員
の
選
定
に
つ
い
て
も
、
専
門
分
野
等
を
勘
案
し
つ
つ
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
混
雑
空
港
の
発
着
枠
に
つ
い
て
は
、
客
観
性
及
び
透
明
性
の
あ
る
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を
適
正
に
配
分
し
、

そ
の
有
効
な
利
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
便
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

路
線
の
廃
止
に
係
る
運
航
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
利
便
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
航
空
法
第
百

七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
届
出
期
間
を
法
定
し
、
利
用
者
の
利
便
の
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
必
要
な
期
間

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
政
府
と
し
て
は
、
航
空
運
送
事
業
者
が
路
線
を
廃
止
す
る
場
合
に
は
関
係
自
治

体
等
と
の
間
で
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
文
書
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
「
航
空
法
第
百
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
く
届
出
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
九
年
九
月
二
十
八
日
付
け
国
空
事
第
四
百
三
十
五
号
）
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
航

空
運
送
事
業
者
か
ら
路
線
の
廃
止
に
係
る
運
航
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
な
さ
れ
た
際
に
、
当
該
航
空
運
送
事
業
者
と

関
係
自
治
体
と
の
間
の
協
議
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
航
空
路
線
の
廃
止
が
当
該
航
空
運
送
事
業
者
の
経
営
判
断
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に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
引
き
続
き
協
議
の
継
続
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

国
際
線
の
発
着
枠
の
配
分
に
際
し
て
は
、
例
え
ば
、
平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
成
田
空
港
の
国
際
線
の
増
枠
の
配
分
に
当

た
り
、
滑
走
路
の
延
伸
を
踏
ま
え
た
長
距
離
路
線
の
充
実
、
需
要
の
伸
び
の
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
、
高
需
要
路
線
に
つ
い
て
は
毎
日
運
航
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
の
観
点
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
や
競
争
促
進
の
観
点
も
考
慮
に
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

首
都
圏
空
港
に
お
い
て
は
、
成
田
空
港
が
国
際
拠
点
空
港
、
羽
田
空
港
が
国
内
拠
点
空
港
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
羽
田
空
港
が
成
田
空
港
の
国
際
航
空
機
能
を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
、
首
都
圏
空
港
を
一
体
と
し
て
、

国
際
、
国
内
の
航
空
需
要
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
成
田
空
港
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
の
約
二
万
回
の
増
枠
を
国
際
線
に
充
当
し
、
世
界
各

地
と
の
豊
富
な
国
際
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
二
年
以
降
は
、
成
田
新
高
速
鉄
道
等
の
空

港
ア
ク
セ
ス
の
進
展
を
踏
ま
え
て
、
国
内
線
も
充
実
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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羽
田
空
港
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
に
、
昼
間
時
間
帯
は
、
近
距
離
の
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
路
線
を
香
港
ま
で
就
航

で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
騒
音
問
題
に
よ
り
成
田
空
港
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
二
十
三
時
か
ら
六
時
ま
で
の
深
夜
早
朝
時
間

帯
に
加
え
、
他
の
時
間
帯
と
比
較
し
て
相
対
的
に
発
着
枠
に
余
裕
が
あ
る
六
時
台
及
び
二
十
二
時
台
に
つ
い
て
も
、
成
田
空

港
と
羽
田
空
港
の
国
際
線
機
能
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
羽
田
空
港
へ
の
国
際
線
の
就
航
を
可
能
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
時
間
帯
に
羽
田
空
港
か
ら
欧
米
や
東
南
ア
ジ
ア
を
含
め
た
世
界
の
主
要
都
市
に
国
際
線
の
就
航
を
可
能
と

し
、
首
都
圏
空
港
の
二
十
四
時
間
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
首
都
圏
空
港
に
お
い
て
は
、
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
航
空
機

能
の
最
大
化
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
、
国
内
の
航
空
需
要
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

成
田
会
社
は
、
平
成
十
六
年
四
月
に
旧
新
東
京
国
際
空
港
公
団
を
民
営
化
し
て
設
立
さ
れ
た
特
殊
会
社
で
あ
り
、
民
間
の

経
営
手
法
を
導
入
し
、
健
全
な
経
営
体
制
の
構
築
と
経
営
の
効
率
化
に
努
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

成
田
会
社
の
役
員
の
選
任
に
関
し
て
は
、
代
表
権
を
有
す
る
社
長
等
に
つ
い
て
閣
議
口
頭
了
解
を
要
す
る
等
の
手
続
が
あ

る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
株
式
会
社
と
し
て
、
成
田
会
社
自
ら
が
、
能
力
、
経
験
等
を
評
価
し
て
、
適
材
適
所
の
人
員
配

九



置
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
施
設
保
全
、
警
備
、
消
防
等
の
多
岐
に
及
ぶ
空
港
運
営
事
業
の
特
性
を
踏
ま
え
、

関
連
子
会
社
も
活
用
し
つ
つ
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
経
営
に
努
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
を
代
表
す
る
国
際
拠
点
空
港
で
あ
る
成
田
空
港
の
独
占
的
か
つ
代
替
不
可

能
な
事
業
特
性
に
留
意
し
つ
つ
、
成
田
会
社
の
健
全
か
つ
効
率
的
な
経
営
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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